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【実施期間】 

 

 2018 年 8 月 6 日 〜 9 月 6 日  

 

【受け入れ先】  

 

株式会社オルガノサーキット 

 

【テーマ】  

 

有機半導体を用いたフレキシブルディスプレイに関する研究 

 

【インターンシップの内容】 

 

 株式会社オルガノサーキットは東大発のベンチャー企業であり、 2015 年 6月 16 日

に創立された。オルガノサーキット社では、東京大学竹谷研究室発の有機半導体を用い

て、大面積フレキシブルディスプレイ製品の開発を行っている。この有機半導体材料は

溶液塗布により高品質な単結晶薄膜を作製できることが特徴であり、また 10 cm2/Vs 以

上の高移動度を達成できるため、安価に高性能の薄膜 TFT デバイスを作製することが

できる。溶液法により低温で作製できるため、PET基板などのフレキシブル基板に成膜

可能であり、また安価に作製が可能なため、大面積かつフレキシブルで軽量なフレキシ

ブルディスプレイへの応用が期待できる。従来のディスプレイは大面積にした際に、そ

の重さから設置コストがかかるという問題がある。また、面積を増加させた際には従来

のディスプレイでは非常に高価になるという問題がある。この大面積かつ安価で軽量な

フレキシブルディスプレイの実現によりこれらの問題の解決が期待できる。 

 本インターンシップでは、フレキシブルディスプレイ作製プロセスの最適化に取り組

んだ。初めに、アクティブマトリックスの作製に不可欠である銀の電極パターンのフォ

トリソグラフィの作製に取り組んだ。次に、デバイスとしての機能を左右する最も中心

的な部分である有機半導体層の塗布に取り組んだ。最後に、各デバイスの切り分けの際

のレーザーカットの条件の最適化に取り組み、これについては、良好なプロファイルを



実現できる出力光の条件を得ることができた。今後、今回得られた条件を用いてフレキ

シブルディスプレイのさらなる高品質化に貢献することを期待する。 

 

図 1. 有機 TFTを用いたフレキシブルディスプレイ 

 

 また、業務の一環としてイノベーション・ジャパンでの展示において、様々な企業の

方にフレキシブルディスプレイの商品説明に取り組んだ。商品化への課題や、販売戦略

など、企業視点からの質問やご指摘をいただくことで、本インターンシップを通して、

基礎研究から商品化までの一連の流れに直接触れることができた。本インターンシップ

で得られた経験を今後の自らの研究に存分に活かしたい。 
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